
１．はじめに

歯周疾患は齲蝕とならぶ口腔の二大疾患である。歯

周疾患は中高年に罹患者が多い疾患であるが，若年性

歯周炎のように10代から発症するものもある。また，

10代の57％が歯肉に何らかの症状を有するとの報告も

ある１）。若年期から歯周疾患の予防対策をしていくこ

とは重要であると考える。また，若年者を対象とした

歯周疾患の縦断調査は数少なく，不明な点が多い。そ

こで今回，中学生を対象に歯周状態について３年間に

わたり縦断調査を行う機会を得たので報告する。

２．研究の目的・方法

対象は2010年度に本学附属中学校に在籍した中学３

年生のうち，研究の目的を理解し，保護者からの同意

が得られた生徒で，１年生時（2008年度）および２年

生時（2009年度）に歯周疾患に関する口腔内診査を行

った生徒68名（男子39名，女子29名）とした。

１）調査方法

口腔内診査は，自然光および人工照明との併用下で

行った。すべての第一大臼歯，上顎右側および下顎左

側中切歯を被験歯とし，各歯の頬側近心，頬側中央，

頬側遠心，舌側中央の歯肉粘膜を測定した。

①Gingival index（ＧＩ）

歯肉の炎症の程度はLöe and Silness２）の評価基準

を用いて評価した。

②Probing depth（ＰＤ）

歯肉溝の深さの測定はperiodontal probe（株式会

社YDM，東京）を用い，被験部位について0.5㎜単位

で行った。

③Bleeding index（ＢＩ）

歯肉溝の深さの測定時に出血が認められた場合を

「１」とし，認められなかった場合は「０」として評

価した。なお，ＢＩ値は出血が認められた部位数を被

験部位数で除して算出した。

１年生時，２年生時および３年生時の歯周状態の評

価項目を比較検討した。

２）統計学的分析

統計学的分析として，３年生における男女間の比較

はMann-Whitney U-testを用いた。また，学年別の

比較はWilcoxonの符号付順位検定およびKruskal-

Wallis testを用いた。

３．成果と課題

１）３年生の臨床所見

個人の歯肉炎の評価においてＧＩ＝０およびＰＤ≦

３の生徒を健康歯肉群，ＧＩ＞０またはＰＤ＞３の生

徒を歯肉炎群としたところ，被験者の91.2％（62名）

が歯肉炎と評価された。（表１）。

①ＧＩについて（表３）

個人のＧＩの平均値は0.49±0.39であった。また，

男子のＧＩは0.54±0.38，および女子のＧＩは0.41±

0.39であり，両群間に統計学的有意差は認めなかっ

た。
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表１　生徒の歯周状態の割合

名（％）

表２　生徒の歯肉炎群の割合

名（％）



②ＰＤについて（表４）

個人のＰＤの平均値は1.93±0.35であった。男子の

ＰＤは1.97±0.38，および女子のＰＤは1.98±0.30で

あり，両群間に統計学的有意差は認めなかった。

③ＢＩについて（表５）

個人のＢＩの平均値は0.06±0.09であった。男子の

ＢＩは0.07±0.11，および女子のＢＩは0.04±0.07で

あり，統計学的有意差は認めなかった。

２）学年別歯周状態の比較

歯肉炎群の生徒の割合は男子，女子とも１年生から

２年生で増加し，２年生から３年生で減少していた。

（表２）

①ＧＩについて（表３，図１，２）

学年別のＧＩは１年生時0.60±0.12であったのが２

年生時0.80±0.38と増加するが，３年生時0.49±0.39

と減少した（Ｐ＜0.01）。男子および女子ともに２年

生時にＧＩが増加したが３年生時には減少し，３年間

で最も低い値であった。

ＧＩの分布をみると，男子は２年生時にＧＩ＝１の

割合が増加していた。女子も男子と同様の傾向を認め

た。さらに，男子および女子ともにＧＩの分布は学年

間で統計学的有意差を認めた（Ｐ＜0.01）。

②ＰＤについて（表４）

学年別のＰＤは１年生時1.95±0.27であったのが２

年生時2.14±0.38と増加し，３年生時1.93±0.35と減
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表３　学年別・男女別ＧＩ

Mean±S.D.
（Wilcoxonの符号付順位検定，＊＊：Ｐ＜0.01，

Mann-Whitney U-test，＊：Ｐ＜0.05）

表４　学年別・男女別ＰＤ

Mean±S.D.
（Wilcoxonの符号付順位検定，＊：Ｐ＜0.05，＊＊：Ｐ＜0.01）

表５　学年別・男女別ＢＩ

Mean±S.D.
（Wilcoxonの符号付順位検定，＊：Ｐ＜0.05）

図１　学年別ＧＩの分布（男子） 図２　学年別ＧＩの分布（女子）



少した（Ｐ＜0.01）。男女別に見ると，男子および女

子ともにＰＤは２年生時に増加し，３年生時に減少し

ていた（男子：Ｐ＜0.01，女子：Ｐ＜0.05）。

③ＢＩについて（表５）

学年別のＢＩは１年生時0.08±0.12であったのが２

年生時0.09±0.12と著変がなかったが，３年生時に

0.06±0.09と減少した（Ｐ＜0.05）。男女別にみると，

男子はＢＩが２年生時に増加したが，３年生時に減少

していた（Ｐ＜0.05）。一方，女子は学年が上がるに

従ってＢＩが低くなる傾向であった。

４．考　　察

中学１年生から３年生の３年にわたり継続的に歯周

組織検査（ＧＩ，ＰＤ，ＢＩ）を実施する機会を得た。

本調査では，どの学年においても90％以上の生徒が歯

肉炎を有すると評価された。これは平成17年歯科疾患

実態調査１）の10～14歳の歯肉炎有病者率51.2％と比較

し，高い値であった。

①ＧＩについて

中学３年生のＧＩの平均値は0.49±0.39であった。

これは中学３年生のＧＩは0.54±0.35である岡田らの

報告３）と比較し低い値であった。男女別にみると男

子0.54±0.38，女子0.41±0.39であり，女子の方が低

い値を示した。岡田ら３）は男子0 .50±0 .30，女子

0.57±0.40と女子の方が男子より高い値を示しており，

本研究とは逆の結果であった。

学年別の比較をみると，１年生時から２年生時に増

加していたが，２年生時から３年生時に減少しており，

統計学的有意差を認めた。これは男子および女子とも

に同様の傾向を認めた。さらに男子において統計学的

有意差を認めた。

ＧＩの分布をみると男子および女子ともにＧＩ＝２

の割合は学年間で増減があるものの著変ないが，２年生

から３年生にかけてＧＩ＝１の割合が減少し，ＧＩ＝０

の割合が増加していた。この変化がＧＩ値の減少に関

係していると考えられる。ＧＩ＝０の割合は60％前後

を示している報告４）と比較し，本研究の結果は低い

割合であった。２年生男子は19.6％と特に低かった。

一方，ＧＩ＝０およびＧＩ＝１の占める割合が約90％

であることから，91.2％の生徒が有している歯肉炎は

軽度歯肉炎であると言える。

②ＰＤについて

学年別のＰＤは男子および女子ともに１年生から２

年生に増加したが，２年生から３年生に減少した。

岡田ら３）は学年別および性別に関して統計学的有意

差を認めなかったと報告しており，野崎ら４）もＰＤ

の平均値に有意な変化を認めなかったと報告している

が，本研究では統計学的有意な変化を認めた。平均値

は２㎜前後であり，３年生で減少していることは良い

傾向である。しかし，ＰＤ＝４㎜を有する生徒が１名

おり，今後も注意をしていく必要があると考える。

③ＢＩについて

ＢＩは女子が男子より高い値を示した報告３）もあ

るが，本研究では有意差を認めないがすべての学年に

おいて男子の方が女子より高い値を示した。さらに，

女子は学年が上がるにつれてＢＩが下がる傾向を認め

た。

学年別の比較をみると，全体と男子において２年生

から３年生に有意に減少していた。

歯肉炎の有病率は歯の萌出後加齢とともに増加し５），

永久歯交換期から急速に増加するといわれている６）。

今回，ＧＩ，ＰＤおよびＢＩの平均値は１年生時から

２年生時に増加したが，２年生から３年生に減少した。

歯周状態の改善を認めたことは喜ばしい結果といえ

る。一方，ＰＤが４㎜を認めた生徒もいるので，今後，

集団指導とあわせ個別対応を行いたいと考えている。
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